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要 旨
　本研究はタイ伝統芸術舞踊の舞踊技法研究の基礎として位置付けられる。拙稿「タイ伝統芸術舞踊の舞踊技法
に関する研究―上肢に関する舞踊技法用語を中心に―」（2008）及び「タイ伝統芸術舞踊の舞踊技法に関する研究
―下肢に関する舞踊技法用語を中心に―」（2009）において，上肢舞踊技法用語から上肢の動作特性を，下肢舞踊
技法用語から下肢の動作特性を明らかにした。本研究は継続研究として，上肢・下肢以外の身体部位の舞踊技法
用語に注目し，それら身体部位の動作特性を明らかにしようとするものである。
　上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊技法用語は，頭，顔，首，肩と座る姿勢に関する用語に分けられたが，上肢・
下肢の舞踊技法用語に比べて数は少なかった。
　頭，顔，首，肩に関する用語の中には，各部位が互いに連動して動きをなすものが多く，似通っていたが，そ
れぞれの技法は微妙な差異を区別していた。また，これらの技法は共通して曲線的な動きが特徴となっていた。
この曲線的な動きの微妙な差異は，タイ伝統芸術舞踊の表現性をより繊細なものとし，奥行きを与える要因となっ
ていると考えられる。
　以上の動作特性の結果に，更に上肢技法，下肢技法との関連から考察を進め，以下のように推察した。上肢の
曲線美に頭，顔，首，肩の曲線的な動きが伴うことで，上体の動作は，滑らかで柔らかな流麗さや優美さといっ
た表現性が増幅すると考えられる。また，上肢の曲線と下肢の角というコントラストを具えたタイ伝統芸術舞踊
の型に，頭，顔，首，肩の曲線的な動きが付随することにより，タイ伝統芸術舞踊の厳格な形式美は，さらに繊
細で微妙な味わいが付加され，より立体感をもって立ち現われると考えられる。これらを実証するには，これま
での舞踊技法用語に関する研究結果を踏まえ，実際の舞踊作品の中で舞踊技法を分析することが必要であり，今
後の研究課題としたい。

聖徳大学短期大学部保育科・准教授

Ⅰ．はじめに
　本稿は，タイ伝統芸術舞踊の舞踊技法に関する継続研究であ

る。筆者は，舞踊技法からタイ伝統芸術舞踊の動作特性を導く

べく，技法の詳細な調査・分析を課題としてきた。そして，タ

イ伝統芸術舞踊の厳格な継承を支える伝承言語として重要な機

能を果たしてきた舞踊技法用語に着目した。既に，拙稿「タイ

伝統芸術舞踊の舞踊技法に関する研究―上肢に関する舞踊技法

用語を中心に―」（中野；2008）及び「タイ伝統芸術舞踊の舞

踊技法に関する研究―下肢に関する舞踊技法用語を中心に―」

（中野；2009）において，上肢及び下肢の舞踊技法用語につい

てそれぞれ意味を解明し，上肢技法・下肢技法の動作特性につ

いて考察した。具体的には以下の通りである。

　上肢の舞踊技法用語は，その用語に表された形や動きを見る

と，高さ，方向，距離など，空間に占めるポジションを厳密に

規定することにより，形も動きも限定していた。また，似通っ

て見える動きについても，回旋方向によって，また，手首や腕

の運動の微妙なニュアンスの違いによって用語を使い分けてい

た。つまり上肢技法は繊細な表現性を有しており，それが厳密

に細かく規定されているという意味において，顕著に発達して

いた。それに対して，下肢の舞踊技法用語に表された形，動き，

足運びは，技巧的には単純であった。しかし下肢技法も厳密に

規定されており，上肢と同様限定的であった。上肢・下肢の形

や動きが厳密に規定されることにより，タイ伝統芸術舞踊の厳

格な型1が形成されると考えられる。

　更に，上肢技法は，腕のカーブや手首の回旋運動が多用され

ており，手の形や軌跡を見ると，全体的に曲線的なものが多い。

この柔らかい曲線美と対照的に，下肢技法は形や動きに直線的

な角を含んでいることが特徴となっており，このコントラスト

がタイ伝統芸術舞踊の形式美となっている。

　本研究は，その継続研究として，上肢・下肢以外の身体部位

に関する舞踊技法用語について詳細に調べ，タイ伝統芸術舞踊

の舞踊技法研究の資料としたい。

Ⅱ．目的
　タイ伝統芸術舞踊の上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊

技法用語の意味を解明し，技法の動作特性を明らかにし，タイ
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伝統芸術舞踊の舞踊技法研究の基礎的な資料とする。

Ⅲ．方法
　タイ語文献により舞踊技法用語について調べ，上肢・下肢以

外の身体部位に関するものを抽出する。意味を読み解く作業と，

実際に用語が示す形や動きを確認する作業により動作特性を導

き出す。

　なお，タイ語には日本語の発音にない音や声調があるため，

正確にカタカナ表記できない。そのため，本稿におけるタイ語

のカタカナ表記については，なるべくタイ語の発音を意識して

以下のようにしたい。母音の後のk，t，p，ŋの子音の発音に

ついては殆ど音として聞こえないため，下付文字で表記する。

Ⅳ．上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊技法用語
　文献より，タイ伝統芸術舞踊2の舞踊用語3の中から上肢・

下肢以外の身体部位に関する舞踊技法用語をできる限り抽出し

た。それらは，頭に関する用語，顔に関する用語，首に関する

用語，肩に関する用語，胴体に関する用語，座った姿勢に関す

る用語に分けられた。（表１）それぞれについては以下に示す

ⅱ顔に関する用語

①グローム・ナー〔顔を円く動かす〕

　顔と頭の動かし方。まず，前方の一点を真っ直ぐに見る。右

から始めると仮定する。右に頭を傾ける。顔の面が下を向いた

り上を向いたりしないように保つ。そこから段々と顎を左側に

向けていく。このとき，右耳の付け根のところを押しやるよう

にして，顔をゆっくりとそむけていく。それから少しずつチェ

ンジし，最後に頭は左に傾く。

表1　上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊技法用語

ⅰ 頭に関する用語

①イアング・シーサ〔頭を傾ける〕

ⅱ 顔に関する用語

①グローム・ナー〔顔を円く動かす〕

ⅲ 首に関する用語

①ラック・コー〔ラック：くすねる，コー：首〕

ⅳ 肩に関する用語

①イアング・ライ〔肩を傾ける〕
②ゴット・ライ〔肩を押す〕
③ヤック・ライ〔肩を上下に動かす〕
④グローム・ライ〔肩を円く動かす〕
⑤ユアング・ライ〔肩をねじる〕
⑥ティー・ライ〔肩をよじる〕

ⅴ 胴体に関する用語

①ヨー・トゥア〔体を傾ける〕

ⅵ 座る姿勢に関する用語

①ナング・クック・カウ〔膝を曲げて座る〕
②ナング・グラドック〔座った姿勢でのグラドック〕
③グラトップ・ゴン〔臀部をかち合わせる〕

＊番号は本文の番号を示す。

通りである。（写真：チャナダー・ガンニーウォン氏）

ⅰ頭に関する用語

①イアング・シーサ〔頭を傾ける〕

　顔と首を真っ直ぐに立て，前方を見る。片側に少し頭を傾け

る。耳と肩がずれないように頭をしっかり支え，顔がねじれな

いように気をつける。

ⅲ首に関する用語

①ラック・コー〔ラック：くすねる，コー：首〕

　首の動かし方。頭が右に傾くとき右肩上左肩下に傾き，頭が

左に傾くとき左肩上右肩下に傾くように首を使う。

ⅳ肩に関する用語

①イアング・ライ〔肩を傾ける〕

　肩の動かし方。傾けるほうの肩に適当な重さの錘が肩先に置

いてあるような感じで下に傾ける。反対の肩が上がらないよう

にする。
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⑤ユアング・ライ〔肩をねじる〕

　「グワーング・ダーン・ドング」6の型に見られる肩の動かし方。

片方の肩を落とし，同じ側に頭を傾ける。そこからわずかに円

を描くように動かす感じでチェンジし，もう一方の肩を落とす。

このとき，頭は肩よりも少し遅れてラック・コー（ⅲ①参照）に

なる。

ⅴ胴体に関する用語

①ヨー・トゥア〔体を傾ける〕

　体を右に傾けると同時に体重を右に移し，体を左に傾けると

同時に体重を左に移す。ヨー･トゥアするとき，クロスした前

方と後方の両足で体重を支えるのを助けるために，常に膝を曲

げて腰を低くした状態で行わなければならない。

②ゴット・ライ〔肩を押す〕

　例えば「イーク・チャー」4の型において，右手は右肘を伸ば

してタング・ムー5にし，右肩がイアング・ライ（ⅳ①参照）にな

っている。そこから次のポーズに移行する際，傾いている右肩

をさらに押すように下げ，傾ける。このときの右肩の動作がゴ

ット・ライ〔肩を押す〕である。

③ヤック・ライ〔肩を上下に動かす〕

　肩と首の動かし方。脇の下を使って左右の肩を交互に下げる。

右肩を下げたら頭は左に傾ける。次に左肩を下げたら同時に頭

は右に傾ける。このときもう一方の肩は上がらないようにする。

④グローム・ライ〔肩を円く動かす〕

　頭と肩の動かし方。右肩から始めると仮定する。まず右肩を

下に傾け，頭も右に傾ける。そこから徐々に左を向いていくよ

うな感じでゆっくりと肩を回し，左肩を下げ傾け，頭も一緒に

左に傾く。このとき右肩が円を描くように動かなければならな

い。右左交互に行う。

⑥ティー・ライ〔肩をよじる〕

　肩の動かし方。右肩から始めると仮定する。右肩を下げると

同時に頭を左に傾ける。そこから徐々に右肩を後方に回してい

く。それに従って頭を右に傾けていく。このとき，眼はずっと

前方の１点を真っ直ぐ見ていなければならない。肩は元に戻っ

てきて右肩下に傾く。頭は少しずれて左に傾く。右左交互に行う。

ⅵ座る姿勢に関する用語

①ナング・クック・カウ〔膝を曲げて座る〕

　膝を曲げて膝頭を床に付けて座る姿勢。両踵を付け，男役（プ

ラ）7は両膝頭を25センチ程離す。女役（ナーング）は両膝頭を付
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Ⅴ．結果
　以上，文献より上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊技法

用語を抽出し，それらの意味を解明し，更に実際に舞踊技法を

再現し確認することを通して，以下の点が明らかになった。

１．上肢・下肢以外の身体部位に関する舞踊技法用語は，頭に

関する用語が１個，顔に関する用語が１個，首に関する用語

が１個，肩に関する用語が６個，胴体に関する用語が１個，

座る姿勢に関する用語が３個，合計13個確認された。（表１）

２．同じ性質をもった動作について部位の使い分けがされてい

た。（表２⑴⑵）例えば，イアング・シーサ〔頭を傾ける〕と

イアング・ライ〔肩を傾ける〕はともに傾く動作を示している。

また，グローム・ナー〔顔を円く動かす〕とグローム・ライ〔肩

を円く動かす〕はともに軌跡が横８の字を描くように動かす

動作である。これらのように身体部位を区別することにより，

動作の大きさの微妙な差異を使い分けていることが分かる。

３．肩に関する用語は，肩と頭の傾きが同じ側か反対側かを区

別し，その上で更に微妙な差異を詳述していた。（表２⑶）

例えば，肩と頭の傾きが反対側である関係をラック・コー〔ラ

ック：くすねる，コー：首〕と呼ぶ。それとヤック・ライ〔肩

を上下に動かす〕，ユアング・ライ〔肩をねじる〕，ティー・

ライ〔肩をよじる〕の技法の解説はみな似通っていたが，肩

の動きの微妙な差異を区別し限定することによって，それぞ

れ別の呼称を当てていた。舞踊技法用語の呼称に日本語訳を

当てるとかえって分かりにくくなってしまい，混乱を来す。

４．頭，顔，首，肩に関する舞踊技法用語の多くが，実際は用

語に示された部位単独の動きではなく，他の部位と連動した

ける。臀部を両踵の上に等しく体重がかかるように置き，体を

真っ直ぐに保つよう腰を据え，両肩を開き，顔を真っ直ぐに立

て眼は前方を見る。両手は中指の先を膝頭の方向に向けて両腿

の上に置き，指先をぴんと張り，腕は適度に曲げる。

女役（ナーング）
前向き 後ろ向き

②ナング・グラドック〔座った姿勢でのグラドック〕

　ナング・クック・カウから左脚をグラドック
8すると仮定する。

左脚を曲げ折りたたむようにして，ふくらはぎをできるだけ太

腿部と重なるようにする。そして足の親指がむこうずねに向く

ように足首を折る。足の裏が右や左に傾かないようにする。足

の指は５本ともぴんと張る。両方の膝頭を土台とする。

③グラトップ・ゴン〔臀部をかち合わせる〕

　腰でリズムを刻む。このグラトップ・ゴンは，大抵ポーズ（タ

ー・ラム）から別のポーズ（ター・ラム）へ移行するとき9に用

いる。まずナング・クック・カウ（ⅵ①参照）で座る。臀部を踵

の上に置き，体を真っ直ぐに保ち，腰と背中を緊張させる。臀

部を真っ直ぐ上に僅かに持ち上げる。このとき体を前方に突き

出さないように気をつける。そこから適度な強さで元の位置，

つまり踵の上に臀部を下ろす。

表2　頭，顔，首，肩の舞踊技法用語

⑴　部位が片側に傾く動き

ⅰ①イアング・シーサ〔頭を傾ける〕

ⅳ①イアング・ライ〔肩を傾ける〕

ⅳ②ゴット・ライ〔肩を押す〕

部位

頭

肩

肩

⑵　横８の字を描く動き

ⅱ①グローム・ナー〔顔を円く動かす〕

ⅳ④グローム・ライ〔肩を円く動かす〕

顔

肩

⑶ 　頭・顔・首と肩が反対側に傾く，もしくは傾き
にずれが生ずる動き

ⅲ①ラック・コー〔ラック：くすねる，コー：首〕

ⅳ③ヤック・ライ〔肩を上下に動かす〕

ⅳ⑤ユアング・ライ〔肩をねじる〕

ⅳ⑥ティー・ライ〔肩をよじる〕

 

首

肩

肩

肩

＊番号は本文の番号を示す。
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動きになっていた。例えば，ヤック・ライ〔肩を上下に動かす〕

は，右肩を下げたら頭は左に傾け，左肩を下げたら頭は右に

傾けるというように，肩と首の関係が重要になっている。

５．頭，顔，首，肩，胴体に関する舞踊技法用語が示す動作は，

運動エネルギーはどれも小さく，空間に占める部位の移動も

小さかった。全体的に曲線的な動きが多い。

６．座る姿勢に関する用語は，形を表すものが２個，ポーズか

ら別のポーズへ移行するときの区切りとしてリズムを刻むも

のが１個，合計３個あった。

７．座る姿勢に関する用語のグラトップ・ゴン〔臀部をかち合

わせる〕の動作は，運動エネルギーは僅かであり，また空間

に占める部位の移動も僅かであった。

Ⅵ．まとめ
⑴上肢・下肢以外の身体部位技法の動作特性

　上肢・下肢以外の身体部位の舞踊技法用語の意味を解明し分

析した結果，上肢・下肢以外の身体部位技法の動作特性として

以下のことが言える。

　上肢・下肢以外の身体部位の舞踊技法用語は，合計13個抽出

できた。用語で表された形や動きはどれも運動エネルギーは小

さく，空間に占める部位の移動も小さかった。

　頭，顔，首，肩に関する用語の中には，各部位が互いに連動

して動きをなすものが多く，似通っていたが，それぞれの技法

は微妙な差異を区別していた。また，これらの技法は共通して

曲線的な動きが特徴となっていた。この曲線的な動きの微妙な

差異は，タイ伝統芸術舞踊の表現性をより繊細なものとし，奥

行きを与える要因となっていると推察される。

　さらに，頭，顔，首，肩，胴体に関する舞踊技法に関して，

実際の動作の再現を試みた結果，微妙な差異を正確に再現する

ことは難しいと思われた。顔や肩で描く曲線的な動きは，正確

な軌跡を滑らかに柔らかに描くことにおいて難度が高く，熟練

度によって個人の力量差の出るところではないかと考えられる。

⑵ 上肢・下肢以外の身体部位の技法と上肢技法，下肢技法との

関連

　以下，上肢技法，下肢技法と関連させて更に考察を進める。

　上肢・下肢以外の身体部位の舞踊技法用語は，合計13個であ

った。上肢に関する舞踊技法用語が33個，下肢に関する舞踊技

法用語が25個であったので，それらと比べると数は多くない。

数から言っても格段に上肢技法の発達が読み取れる。

　上肢技法・下肢技法によって上肢・下肢の形や動きが厳密に

規定されることにより，タイ伝統芸術舞踊の厳格な型が形成さ

れると考えられた。そして上肢技法の柔らかい曲線美と対照的

に，下肢技法は形や動きに直線的な角を含んでいることが特徴

となっており，このコントラストがタイ伝統芸術舞踊の形式美

となっていることは先述した。上肢・下肢以外の身体部位に関

する舞踊技法用語も微妙な差異を詳述することにより，動作を

限定していた。さらに頭，顔，首，肩の技法は曲線的な動きが

特徴であり，繊細な表現性を生む要因となることが推察された。

　これらのことから，上肢・下肢・その他の身体各部位の技法

が統合されることにより，さらに以下のことが推察できる。上

体の動作は，上肢の曲線美に加え頭，顔，首，肩の曲線的な動

きが伴うことで，滑らかで柔らかな流麗さや優美さといった表

現性が増幅すると考えられる。また，上肢の曲線と下肢の角と

いうコントラストを具えたタイ伝統芸術舞踊の型に，頭，顔，

首，肩の曲線的な動きが付随することによって，タイ伝統芸術

舞踊の厳格な形式美は，さらに繊細で微妙な味わいが付加され，

より立体感をもって立ち現われると考えられる。これらを実証

するには，これまでの舞踊技法用語に関する研究結果を踏まえ，

実際の舞踊作品の中で舞踊技法を分析することが必要であろう。

Ⅶ．今後の課題
　拙稿「タイ伝統芸術舞踊の舞踊技法に関する研究―上肢に関

する舞踊技法用語を中心に―」（中野；2008）及び「タイ伝統

芸術舞踊の舞踊技法に関する研究―下肢に関する舞踊技法用語

を中心に―」（中野；2009）に続き，本研究において上肢・下

肢以外の身体部位に関する舞踊技法用語を解明したことにより，

タイ伝統芸術舞踊の舞踊技法用語の全容を解明した。

　今後の課題としては，まず頭，顔，首，肩，胴体の形や動き

について，実際の舞踊作品を取り上げ，今回明らかにした舞踊

技法用語と照合し検証する作業をしなければならない。さらに，

上肢技法，下肢技法の結果と合わせて，身体各部位の技法が実

際の舞踊の構造においてどのように関連し，舞踊運動を構成し

ているのかについて詳細に調べなければならない。実際の舞踊

作品において舞踊技法を分析することにより，タイ伝統芸術舞

踊の表現性についてさらに追究していきたい。
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註
１）  本稿では，「形」はいわゆる「形状」の意で用い，「型」は「タイ伝統

芸術舞踊で規定された特定の形」の意で用いることとする。
２）  タイ語で「ナータシン」（ナータ：舞踊，シン：芸術）に当たる概念に，

この訳語を当てた。
３） タイ語で「ナータヤサップ」という。
４）  タイ伝統芸術舞踊の基本舞踊メー･ボットに出てくる型の名称。タイ語

の意味は，イーク：もっと，チャー：ゆっくりで，「もっとゆっくり」。
５）  タング・ムーは上肢技法の一つ。タイ語の意味は，タング：立てる，ムー：

手で，「手を立てる」。親指以外の４本を伸ばし，揃えて付け，４本の
指が真っ直ぐ立つように手首を折り，親指は軽く折って手のひらの前
に置いた形。

６）  タイ伝統芸術舞踊の基本舞踊メー･ボットに出てくる型の名称。タイ語
の意味は，グワーング：鹿，ダーン：歩く，ドング：森で，「鹿が森を歩く」。

７）  タイ伝統芸術舞踊では，男役を「プラ」，女役を「ナーング」という。
８）  下肢に関する舞踊技法用語の一つ。膝と足を後ろに上げる形。片足で

重心を支えて立ち，もう一方の足は膝を折って後方に上げる。足首を
折って足の甲をすねに向ける。

９）  タイ伝統芸術舞踊には，ター・ラム（ター：姿勢，ラム：踊り）という
概念がある。タイ伝統芸術舞踊の構造を見ると，ター・ラムからター・
ラムへ（一つの型から別の型へ）の移行が確認でき，構造上の特徴となっ
ている。


